














 

 

 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項     

  

 

① 現状 

【前年度（令和４年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 木くず 廃アルカリ 廃油 

排出量 1386.9t 1.7t 17.0t 62.3t 

（これまでに実施した取組） 

表面処理工程で発生する中和生成スラリーを土木材料として有価売却できるように契約を締結したた

め、これを進めた。また、木くずに関しても安定した品質のものは、発電用の材料として有価売却でき

るように契約を締結した。 

 

②計画 

【目標】         

産業廃棄物の種類 汚泥 木くず 廃アルカリ 廃油 

排出量 1345.3ｔ 1.6ｔ 16.5ｔ 60.3ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

表面処理工程で発生する中和生成スラリーを土木材料として有価売却できるように契約を締結したの

で、更に売却量増加を推進する。 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 



 

 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項              
    

  

①現状 

【前年度（    年度）実績】 

産業廃棄物の種類     

自ら再生利用を行っ

た産業廃棄物の量     

 

（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】                    

産業廃棄物の種類     

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
    

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 



 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

  

①現状 

【前年度（       年度）実績】     

産業廃棄物の種類     

自ら熱回収を行った 

産業廃棄物の量 
    

自ら中間処理により減量し

た産業廃棄物の量     

 

（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】       

産業廃棄物の種類     

自ら熱回収を行う産業廃棄

物の量 
    

自ら中間処理により減量す

る産業廃棄物の量     

 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 



 

 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項      
    

  

①現状 

【前年度（     年度）実績】     

産業廃棄物の種類     

自ら埋立処分又は 

    海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

【目標】                     

産業廃棄物の種類     

自ら埋立処分又は 

    海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 



 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項                     

  ① 現状 

【前年度（令和 4年度）実績】     

産業廃棄物の種類 汚泥 木くず 廃アルカリ 廃油 

全処理委託量 1386.9t 1.7t 17.0ｔ 62.3ｔ 

  

優良認定処理業者への 
1346.9t 0ｔ 17.0ｔ 62.3ｔ 

処理委託量 

再生利用業者への 
1268.3t 1.7t 17.0ｔ 62.3ｔ 

処理委託量 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の 

熱回収を行う業者への 

処理委託量 

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

再生利用業者への委託を推進。 

 

 

 

 

 



 

 

  ②計画 

【目標】                    

産業廃棄物の種類 汚泥 木くず 廃アルカリ 廃油 

全処理委託量 1345.3ｔ 1.6ｔ 16.5ｔ 60.3ｔ 

  

優良認定処理業者への

処理委託量 
1340.0ｔ 0ｔ 16.5ｔ 60.3ｔ 

再生利用業者への 
1300.0ｔ 1.6ｔ 16.5ｔ 60.3ｔ 

処理委託量 

認定熱回収業者への処

理委託量 
0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量 

0ｔ 0ｔ 0ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

今年度も引続き再生利用業者への委託を推進する。 

 

 

 

 














